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に
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ま
す
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自
治
体
の
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を
強
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国
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の
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を
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切
り
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が
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と
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に
よ
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け
れ
ば

な
ら
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い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
市
の
置
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れ
て
い
る
状
況
は
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
雇
用

問
題
な
ど
の
課
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
お

り
、
厳
し
い
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を
迎
え
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
は
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全
化
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を
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る
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こ
と
が
最
重
要
課
題
で
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を
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の
転
落
を
避
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
予
算
編
成
は
、
こ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
職
員

給
与
費
の
削
減
を
実
施
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。
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、
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生
活

に
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、
他
都
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よ
り

も
サ
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の
高
い
事
業
の

縮
小
・
廃
止
や
一
部
受
益
者
へ
負
担
を

し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
皆
さ
ん
へ
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
各
施
策

の
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度
、
優
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度
を
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極
め
、
少
子
化
、

地
域
経
済
活
性
化
、
さ
ら
に
は
市
民
生
活

に
密
着
し
た
事
業
に
配
慮
し
な
が
ら
予
算

計
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

財
政
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
、
今
後

不
足
す
る
財
源
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。「
財
政
健
全
化
」達
成
に
向
け

て
、
不
退
転
の
決
意
で
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ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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０
０
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０
０
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０
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５９
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固
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て
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の
中
で
編
成
さ
れ
た
平
成

年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て
お
知

　

年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て
お
知

１６１６ら
せ
し
ま
す
。

ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の

１６

当
初
予
算
案
の
総

額
は
、一
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
業

会
計
を
合
わ
せ
、

１
５
２
７
億
４
８

４
７
万
円
で
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度
の
実
質

１５

的
な
当
初
予
算
と
も
い
え
る「
平
成

　

年
第
２
回
定
例
会
補
正
後
の
予

１５算
額
」と
比
較
す
る
と
、１
・　

％
０４

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
一
般
会
計
を
同
様

に
比
較
す
る
と
、
１
・　

％
増
の

５６

６
８
３
億
１
１
３
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成　

年
１６

度
中
に
市
債
の
借
り
換
え
を
行
う

た
め
の
費
用
約　

億
円
を
含
ん
で

２５

い
ま
す
。
こ
の
借
り
換
え
分
を
除

い
て
比
較
す
る
と
、
２
・　

％
減

２７

と
な
り
、
３
年
連
続
で
前
年
を
下

回
る
緊
縮
型
の
厳
し
い
予
算
案
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
で
は
、

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

一
部
の
会
計
で
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
合
計
で
は
１
・　

％
の
減
と

９５

な
り
、ま
た
、企
業
会
計
で
は
す
べ

て
の
会
計
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ

１６

た
っ
て
は
、
例
年
年
末
に
行
っ
て

い
た
作
業
を
前
倒
し
し
て
７
月
か

　平成１６（２００４）年３月　広報おたる

ら
実
施
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
の
検
討
項

目
の
う
ち
、
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に
つ
い
て
は
、

昨
年　

月
の
第
４
回
定
例
会
の
前

１２

に
議
会
に
示
し
、
議
論
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

小
樽
市
は
、
歳

入
総
額
に
対
す
る

自
主
財
源
の
割
合

が　

・
９
％
と
低

４５
く
、
財
政
基
盤
は

極
め
て
弱
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
市
税

　

市
税
収
入
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
と
人
口
流
出
な
ど
に
よ
り
、

平
成　

年
度
と
比
較
す
る
と
５
％
、

１５

約
８
億
３
０
０
０
万
円
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
市
民

税
が
３
億
８
０
０
０
万
円
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
３
億
８

０
０
０
万
円
、
そ
の
ほ
か
、
市
た

ば
こ
税
な
ど
が
７
０
０
０
万
円
で

す
。
市
民
税
の
納
税
者
数
は
、個

人
が
約
１
３
０
０
人
、
法
人
が　
５９

法
人
そ
れ
ぞ
れ
減
少
す
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
お

よ
び
償
却
資
産
に
か
か
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
は
減
少
し
て

財政健全化の中での　新年度予算案

平成１６年度　予算案の概要（一般会計）

�一般会計…福祉や教育、衛生など地

方公共団体の行政運営における基本的

な会計

�特別会計…国民健康保険や介護保険

など特定の事業に限定し、一般会計と

区分するために設置する会計。それに

かかる特定の歳入と歳出により個別に

経理を行います。

�企業会計…企業経営という観点を取

り入れ、病院事業、水道事業など地方公

営企業法の全部、または一部の適用を

受ける会計

厳しい財政状況

予算規模は

１５２７億４８４７万円

一般会計

　歳入（収入）の

　　状況は…



平成１６（２００４）年３月　広報おたる　

平成１６年度　予算案の概要（その他の会計）

２１７億３０８６万円老 人 保 健５億８３６０万円港 湾

１６億２５５５万円住 宅６０７２万円青 果 物

１億３１１５万円簡 易 水 道４２１７万円水 産 物

１１２億７１７９万円介 護 保 険１８８億３９９５万円国 保

３億４５８２万円融雪施設貸付１７２４万円交 通 共 済

１２００万円物 品 調 達６０５０万円土 地 取 得
※中央通土地区画特別会計は、事業終了に伴い廃止８３１７万円駐 車 場

特別会計…５４８億４５２万円

い
ま
す
が
、
逆
に
家
屋
に
つ
い
て

は
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

�
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
な
ど

　

「
三
位
一
体
」改
革
に
よ
る
影
響

で
約
６
億
３
５
０
０
万
円
の
減
少

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
普

通
交
付
税
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り

５
億
２
０
０
０
万
円
の
減
少
、
市

立
保
育
所
の
運
営
費
な
ど
国
か
ら

の
補
助
金
の
削
減
に
よ
り
３
億
６

７
０
０
万
円
の
減
少
、
所
得
譲
与

税
の
税
源
移
譲
に
よ
り
２
億
５
２

０
０
万
円
の
増
加
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成

９
年
度
か
ら
開
始

し
た
「
行
政
改
革

実
施
計
画
」
と
平

成　

年
２
月
に
設

１４
置
し
た
「
財
政
健

全
化
緊
急
対
策
会

議
」
に
よ
り
、
財
源
不
足
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

効
果
は
、
平
成　

年
度
予
算
案
に

１６

も
大
き
く
反
映
し
、
歳
出
の
抑
制

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
職
員
給
与
費
（
人
件
費
）

　

退
職
者
不
補
充
に
よ
る
職
員
数

の
削
減
や
市
独
自
の
給
与
の
削
減
、

各
種
諸
手
当
の
廃
止
・
削
減
、
さ

ら
に
各
種
委
員
会
委
員
や
嘱
託
員

の
報
酬
削
減
に
よ
り
約　

億
１
４

１１

０
０
万
円
の
人
件
費
の
圧
縮
を
行

い
ま
し
た
。

�
事
務
事
業
の
見
直
し

　

「
広
報
お
た
る
２
月
号
」で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
道
内
他
都
市

と
比
べ
て
高
水
準
な
サ
ー
ビ
ス
や

経
費
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
廃

止
・
削
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、

事
業
の
再
編
な
ど
も
行
い
ま
し
た

（
具
体
的
な
見
直
し
項
目
に
つ
い
て

は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。
そ
の
結
果
、事
務
事
業
の
見

直
し
効
果
と
し
て
約
５
億
５
８
０

０
万
円
の
歳
出
の
抑
制
を
図
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
公
共

事
業
の
財
源
な
ど
と
し
て
借
り
入

れ
た
市
債
の
償
還
経
費
で
あ
る
公

債
費
の
支
出
が
、
平
成　

年
度
か

１６

ら　

年
度
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎

１７
え
ま
す
。　

年
度
は
約
２
億
７
０

１６

★歳入の分析★歳入の分析

�三位一体改革による影響
　普通交付税など…５億２０００万円減
　補助金……………３億６７００万円減
　税源移譲により…２億５２００万円増
�他の交付金など…２億６５００万円減

�市税収入
　市民税……………３億８０００万円減
　固定資産税ほか…３億８０００万円減
　その他の税……………７０００万円減
�その他の収入…………２０００万円減

人件費の削減………１１億１４００万円減
事務事業の見直し…５億５８００万円減

公債費（市債の返済）…………２億７０００万円増
北しりべし広域連合負担金…２億３０００万円増
水道事業会計への償還金……………２億円増
国保会計などへの繰出金……３億２７００万円増
事業の終了など……………………１１００万円減

歳入は１７億５０００万円減少�

歳出は６億５６００万円抑制�

補てん財源の減少�

�減債基金
…３億６０００万円減

�他会計からの借り入れ
…４億５０００万円減

１９億４００万円の財源不足に…１９億４００万円の財源不足に…

市の独自収入の減少

国などからの収入の増減

財政健全化の取り組みによる効果

事業費の増減

企業会計…２９６億３２６０万円

★歳出の分析★歳出の分析
平成１５年度（一般会計）と比較すると…

（一般財源での比較）

　

国
が
地
方
分
権
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
財

政
基
盤
や
自
立
性
の
強
化
を
実

現
す
る
た
め
、「
地
方
交
付
税
の

見
直
し
」「
国
庫
補
助
負
担
金
の

削
減
」「
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
」を
一
体
的
に
行
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

「
三
位
一
体
」改
革

と
は
？

一般会計

　歳出（支出）の

　　状況は…

０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
、
苦
し

い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
し
り
べ
し
広
域

連
合
の
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
に
か
か

る
負
担
金
が
約
２
億
３
０
０
０
万

円
増
加
し
、
ま
た
、
平
成　

年
度

１５

に
水
道
事
業
会
計
か
ら
借
り
入
れ

た
借
入
金
２
億
円
を
償
還
し
ま
す
。

さ
ら
に
港
湾
整
備
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
な
ど

の
特
別
会
計
や
下
水
道
事
業
会
計

な
ど
に
対
す
る
繰
出
金
も
約
３
億

２
７
０
０
万
円
増
加
す
る
な
ど
、

市
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
財

政
調
整
基
金
や
減

債
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
よ
り
財

源
の
不
足
分
を
補

て
ん
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成

　

年
度
に
は
、
企
業
会
計
か
ら
も

１５借
り
入
れ
を
行
い
、
何
と
か
乗
り

切
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
前

述
の
基
金
は
す
で
に
な
く
、
他
の

会
計
か
ら
の
借
り
入
れ
も
大
き
く

減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
１６

度
予
算
は
約　

億
４
０
０
万
円
の

１９

財
源
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
不
足
分
を
諸
収
入
と
し

５　平成１６（２００４）年３月　広報おたる

て
形
式
的
に
歳
入
に
計
上
す
る
実

質
的
な
「
赤
字
予
算
案
」
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
収
入

の
見
込
み
や
計
画
の
組
み
立
て
を

さ
ら
に
練
り
直
す
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
平
成　

年
度
に
予
定
し
て

１５

い
た
「
新
財
政
健
全
化
計
画
」
の

策
定
に
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
財
源
不
足
分

の
解
消
を
図
る
た
め
、
財
政
健
全

化
へ
向
け
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�
小
樽
市
の
財
政
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
部
財
政
課

�
�
４
１
１
１
内
線
２
３
１
・
２

３
２
、
�
�
０
６
７
５
へ
。

　

訂
正
し
ま
す

　

２
月
号
３
ペ
ー
ジ
「
各
種
見
舞

金
な
ど
の
見
直
し
」
の
表
中
『
高

齢
者
寝
具
乾
燥
事
業
』
に
つ
い
て
、

道
内
人
口　

万
人
以
上
の
市
で
は

１０

�
実
施
な
し
�
と
し
ま
し
た
が
、札

幌
市
、旭
川
市
、函
館
市
、帯
広
市
、

苫
小
牧
市
、北
見
市
の
６
市
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

�菁園中学校のグラウンド整備に～
１０月完成予定…１億２０００万円

�サッカー・ラグビー場
　（１７年度供用開始予定）の
整備に……２億６９８４万円

�定員拡大や時間延長をする放課後児童
クラブに…８５７９万円�保育所の定員拡大に

…４４０万円

�公営住宅（勝納住宅２号棟）の建築に
…２億５８８４万円

�救急救助体制の充実のために（高規格救急
　車の更新、塩谷出張所へ救急車を配備）
　　　　　　　　　　　　　…４７８０万円

�地場産業の振興や創出を図るため
　の地域経済活性化事業に…４００万円

�小樽港縦貫線整備事業（平磯
岬ルート暫定２車線～今夏開
通予定）に
…１億６６００万円（小樽市負担金）

�小樽運河（北運河）水質浄化のために
…９０００万円

�空き店舗対策や商店街・市場の活性化
を支援するために…４４０万円

�（仮称）子ども発達支援センター
の整備に…６００万円

�公営住宅（ｵﾀﾓｲＢ住宅１号棟）の建て替えに
…２億８２７万円

財政健全化の中での　新年度予算案

平成１６年度の
主な事業を

｢２１世紀プラン」に
沿って説明します

�一時的保育に
…４３６万円

�高齢者のための自主的なボランティア
活動支援に…５０万円

�新しい観光の魅力づくりや誘致の促進を
図るための観光基本計画策定に…４９０万円

�銭函新通、礼文塚通の街路整備事業に
…１億円

�小学校を対象にパソコン整備と
　インターネット接続などを実施
　　　　　　　　　…４４００万円

�生活道路や側溝の整備のために
…６億８０００万円

�老朽化の進む北防波堤の改良に
…２２５０万円

はぐくみ　文化・創造プラン
～教育文化～

ふれあい　福祉・安心プラン
～市民福祉～

うるおい　生活・快適プラン
～生活環境～

にぎわい　都市・形成プラン
～都市基盤～

ゆたかさ　産業・活力プラン
～産業振興～

実質的に

赤字となった

平成１６年度予算



平成１６（２００４）年３月　広報おたる　４

平成１６年度　予算案の概要（その他の会計）

２１７億３０８６万円老 人 保 健５億８３６０万円港 湾

１６億２５５５万円住 宅６０７２万円青 果 物

１億３１１５万円簡 易 水 道４２１７万円水 産 物

１１２億７１７９万円介 護 保 険１８８億３９９５万円国 保

３億４５８２万円融雪施設貸付１７２４万円交 通 共 済

１２００万円物 品 調 達６０５０万円土 地 取 得
※中央通土地区画特別会計は、事業終了に伴い廃止８３１７万円駐 車 場

特別会計…５４８億４５２万円

い
ま
す
が
、
逆
に
家
屋
に
つ
い
て

は
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

�
地
方
交
付
税
・
国
庫
支
出
金
な
ど

　

「
三
位
一
体
」改
革
に
よ
る
影
響

で
約
６
億
３
５
０
０
万
円
の
減
少

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
普

通
交
付
税
な
ど
の
見
直
し
に
よ
り

５
億
２
０
０
０
万
円
の
減
少
、
市

立
保
育
所
の
運
営
費
な
ど
国
か
ら

の
補
助
金
の
削
減
に
よ
り
３
億
６

７
０
０
万
円
の
減
少
、
所
得
譲
与

税
の
税
源
移
譲
に
よ
り
２
億
５
２

０
０
万
円
の
増
加
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成

９
年
度
か
ら
開
始

し
た
「
行
政
改
革

実
施
計
画
」
と
平

成　

年
２
月
に
設

１４
置
し
た
「
財
政
健

全
化
緊
急
対
策
会

議
」
に
よ
り
、
財
源
不
足
の
解
消

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

効
果
は
、
平
成　

年
度
予
算
案
に

１６

も
大
き
く
反
映
し
、
歳
出
の
抑
制

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
職
員
給
与
費
（
人
件
費
）

　

退
職
者
不
補
充
に
よ
る
職
員
数

の
削
減
や
市
独
自
の
給
与
の
削
減
、

各
種
諸
手
当
の
廃
止
・
削
減
、
さ

ら
に
各
種
委
員
会
委
員
や
嘱
託
員

の
報
酬
削
減
に
よ
り
約　

億
１
４

１１

０
０
万
円
の
人
件
費
の
圧
縮
を
行

い
ま
し
た
。

�
事
務
事
業
の
見
直
し

　

「
広
報
お
た
る
２
月
号
」で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
道
内
他
都
市

と
比
べ
て
高
水
準
な
サ
ー
ビ
ス
や

経
費
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
廃

止
・
削
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、

事
業
の
再
編
な
ど
も
行
い
ま
し
た

（
具
体
的
な
見
直
し
項
目
に
つ
い
て

は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）。
そ
の
結
果
、事
務
事
業
の
見

直
し
効
果
と
し
て
約
５
億
５
８
０

０
万
円
の
歳
出
の
抑
制
を
図
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方
で
公
共

事
業
の
財
源
な
ど
と
し
て
借
り
入

れ
た
市
債
の
償
還
経
費
で
あ
る
公

債
費
の
支
出
が
、
平
成　

年
度
か

１６

ら　

年
度
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎

１７
え
ま
す
。　

年
度
は
約
２
億
７
０

１６

★歳入の分析★歳入の分析

�三位一体改革による影響
　普通交付税など…５億２０００万円減
　補助金……………３億６７００万円減
　税源移譲により…２億５２００万円増
�他の交付金など…２億６５００万円減

�市税収入
　市民税……………３億８０００万円減
　固定資産税ほか…３億８０００万円減
　その他の税……………７０００万円減
�その他の収入…………２０００万円減

人件費の削減………１１億１４００万円減
事務事業の見直し…５億５８００万円減

公債費（市債の返済）…………２億７０００万円増
北しりべし広域連合負担金…２億３０００万円増
水道事業会計への償還金……………２億円増
国保会計などへの繰出金……３億２７００万円増
事業の終了など……………………１１００万円減

歳入は１７億５０００万円減少�

歳出は６億５６００万円抑制�

補てん財源の減少�

�減債基金
…３億６０００万円減

�他会計からの借り入れ
…４億５０００万円減

１９億４００万円の財源不足に…１９億４００万円の財源不足に…

市の独自収入の減少

国などからの収入の増減

財政健全化の取り組みによる効果

事業費の増減

企業会計…２９６億３２６０万円

★歳出の分析★歳出の分析
平成１５年度（一般会計）と比較すると…

（一般財源での比較）

　

国
が
地
方
分
権
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
財

政
基
盤
や
自
立
性
の
強
化
を
実

現
す
る
た
め
、「
地
方
交
付
税
の

見
直
し
」「
国
庫
補
助
負
担
金
の

削
減
」「
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
」を
一
体
的
に
行
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。

「
三
位
一
体
」改
革

と
は
？

一般会計

　歳出（支出）の

　　状況は…

０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
、
苦
し

い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
北
し
り
べ
し
広
域

連
合
の
ゴ
ミ
焼
却
場
建
設
に
か
か

る
負
担
金
が
約
２
億
３
０
０
０
万

円
増
加
し
、
ま
た
、
平
成　

年
度

１５

に
水
道
事
業
会
計
か
ら
借
り
入
れ

た
借
入
金
２
億
円
を
償
還
し
ま
す
。

さ
ら
に
港
湾
整
備
、
国
民
健
康
保

険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
な
ど

の
特
別
会
計
や
下
水
道
事
業
会
計

な
ど
に
対
す
る
繰
出
金
も
約
３
億

２
７
０
０
万
円
増
加
す
る
な
ど
、

市
の
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
財

政
調
整
基
金
や
減

債
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
に
よ
り
財

源
の
不
足
分
を
補

て
ん
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成

　

年
度
に
は
、
企
業
会
計
か
ら
も

１５借
り
入
れ
を
行
い
、
何
と
か
乗
り

切
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
前

述
の
基
金
は
す
で
に
な
く
、
他
の

会
計
か
ら
の
借
り
入
れ
も
大
き
く

減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
１６

度
予
算
は
約　

億
４
０
０
万
円
の

１９

財
源
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
不
足
分
を
諸
収
入
と
し

　平成１６（２００４）年３月　広報おたる

て
形
式
的
に
歳
入
に
計
上
す
る
実

質
的
な
「
赤
字
予
算
案
」
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
収
入

の
見
込
み
や
計
画
の
組
み
立
て
を

さ
ら
に
練
り
直
す
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
平
成　

年
度
に
予
定
し
て

１５

い
た
「
新
財
政
健
全
化
計
画
」
の

策
定
に
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
財
源
不
足
分

の
解
消
を
図
る
た
め
、
財
政
健
全

化
へ
向
け
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�
小
樽
市
の
財
政
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
部
財
政
課

�
�
４
１
１
１
内
線
２
３
１
・
２

３
２
、
�
�
０
６
７
５
へ
。

�菁園中学校のグラウンド整備に～
１０月完成予定…１億２０００万円

�サッカー・ラグビー場
　（１７年度供用開始予定）の
整備に……２億６９８４万円

�定員拡大や時間延長をする放課後児童
クラブに…８５７９万円�保育所の定員拡大に

…４４０万円

�公営住宅（勝納住宅２号棟）の建築に
…２億５８８４万円

�救急救助体制の充実のために（高規格救急
　車の更新、塩谷出張所へ救急車を配備）
　　　　　　　　　　　　　…４７８０万円

�地場産業の振興や創出を図るため
　の地域経済活性化事業に…４００万円

�小樽港縦貫線整備事業（平磯
岬ルート暫定２車線～今夏開
通予定）に
…１億６６００万円（小樽市負担金）

�小樽運河（北運河）水質浄化のために
…９０００万円

�空き店舗対策や商店街・市場の活性化
を支援するために…４４０万円

�（仮称）子ども発達支援センター
の整備に…６００万円

�公営住宅（ｵﾀﾓｲＢ住宅１号棟）の建て替えに
…２億８２７万円

財政健全化の中での　新年度予算案

平成１６年度の
主な事業を

｢２１世紀プラン」に
沿って説明します

�一時的保育に
…４３６万円

�高齢者のための自主的なボランティア
活動支援に…５０万円

�新しい観光の魅力づくりや誘致の促進を
図るための観光基本計画策定に…４９０万円

�銭函新通、礼文塚通の街路整備事業に
…１億円

�小学校を対象にパソコン整備と
　インターネット接続などを実施
　　　　　　　　　…４４００万円

�生活道路や側溝の整備のために
…６億８０００万円

�老朽化の進む北防波堤の改良に
…２２５０万円

はぐくみ　文化・創造プラン
～教育文化～

ふれあい　福祉・安心プラン
～市民福祉～

うるおい　生活・快適プラン
～生活環境～

にぎわい　都市・形成プラン
～都市基盤～

ゆたかさ　産業・活力プラン
～産業振興～

実質的に

赤字となった

平成１６年度予算




